
○

中
央
省
庁
等
改
革
関
係
法
施
行
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
六
十
号
）

改

正

案

現

行

（
証
券
取
引
法
の
一
部
改
正
）

（
証
券
取
引
法
の
一
部
改
正
）

第
百
三
十
七
条

証
券
取
引
法
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
百
三
十
七
条

証
券
取
引
法
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

本
則
（
第
七
十
九
条
の
三
十
第
二
項
、
第
七
十
九
条
の
五
十
一
第
一
項
、
第

本
則
（
第
七
十
九
条
の
三
十
第
二
項
、
第
七
十
九
条
の
五
十
一
第
一
項
、
第

七
十
九
条
の
五
十
六
第
一
項
、
第
七
十
九
条
の
五
十
七
第
一
項
第
一
号
、
第
七

七
十
九
条
の
五
十
六
第
一
項
、
第
七
十
九
条
の
五
十
七
第
一
項
第
一
号
、
第
七

十
九
条
の
六
十
二
、
第
七
十
九
条
の
六
十
七
、
第
七
十
九
条
の
七
十
二
か
ら
第

十
九
条
の
六
十
二
、
第
七
十
九
条
の
六
十
七
、
第
七
十
九
条
の
七
十
二
か
ら
第

七
十
九
条
の
七
十
四
ま
で
、
第
七
十
九
条
の
八
十
、
第
百
八
十
八
条
、
第
百
九

七
十
九
条
の
七
十
四
ま
で
、
第
七
十
九
条
の
八
十
、
第
百
八
十
八
条
、
第
百
九

十
一
条
及
び
第
百
九
十
四
条
の
六
を
除
く
。
）
中
「
総
理
府
令
」
を
「
内
閣
府

十
一
条
及
び
第
百
九
十
四
条
の
六
を
除
く
。
）
中
「
総
理
府
令
」
を
「
内
閣
府

令
」
に
、
「
金
融
再
生
委
員
会
」
を
「
内
閣
総
理
大
臣
」
に
、
「
大
蔵
大
臣
」

令
」
に
、
「
金
融
再
生
委
員
会
」
を
「
内
閣
総
理
大
臣
」
に
、
「
大
蔵
大
臣
」

を
「
財
務
大
臣
」
に
改
め
る
。

を
「
財
務
大
臣
」
に
改
め
る
。

第
七
十
九
条
の
三
十
第
二
項
、
第
七
十
九
条
の
五
十
一
第
一
項
、
第
七
十
九

第
七
十
九
条
の
三
十
第
二
項
、
第
七
十
九
条
の
五
十
一
第
一
項
、
第
七
十
九

条
の
五
十
六
第
一
項
及
び
第
七
十
九
条
の
五
十
七
第
一
項
第
一
号
中
「
総
理
府

条
の
五
十
六
第
一
項
及
び
第
七
十
九
条
の
五
十
七
第
一
項
第
一
号
中
「
総
理
府

令
・
大
蔵
省
令
」
を
「
内
閣
府
令
・
財
務
省
令
」
に
改
め
る
。

令
・
大
蔵
省
令
」
を
「
内
閣
府
令
・
財
務
省
令
」
に
改
め
る
。

第
七
十
九
条
の
六
十
二
中
「
総
理
府
令
又
は
総
理
府
令
・
大
蔵
省
令
」
を
「

第
七
十
九
条
の
六
十
二
中
「
総
理
府
令
又
は
総
理
府
令
・
大
蔵
省
令
」
を
「

内
閣
府
令
又
は
内
閣
府
令
・
財
務
省
令
」
に
改
め
る
。

内
閣
府
令
又
は
内
閣
府
令
・
財
務
省
令
」
に
改
め
る
。

第
七
十
九
条
の
六
十
七
中
「
総
理
府
令
・
大
蔵
省
令
」
を
「
内
閣
府
令
・
財

第
七
十
九
条
の
六
十
七
中
「
総
理
府
令
・
大
蔵
省
令
」
を
「
内
閣
府
令
・
財

務
省
令
」
に
改
め
る
。

務
省
令
」
に
改
め
る
。

第
七
十
九
条
の
七
十
二
及
び
第
七
十
九
条
の
七
十
三
中
「
金
融
再
生
委
員
会

第
七
十
九
条
の
七
十
二
及
び
第
七
十
九
条
の
七
十
三
中
「
金
融
再
生
委
員
会

」
を
「
内
閣
総
理
大
臣
」
に
、
「
大
蔵
大
臣
」
を
「
財
務
大
臣
」
に
、
「
総
理

」
を
「
内
閣
総
理
大
臣
」
に
、
「
大
蔵
大
臣
」
を
「
財
務
大
臣
」
に
、
「
総
理

府
令
・
大
蔵
省
令
」
を
「
内
閣
府
令
･
財
務
省
令
」
に
改
め
る
。

府
令
・
大
蔵
省
令
」
を
「
内
閣
府
令
･
財
務
省
令
」
に
改
め
る
。
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第
七
十
九
条
の
七
十
四
及
び
第
七
十
九
条
の
八
十
中
、
「
総
理
府
令
・
大
蔵

第
七
十
九
条
の
七
十
四
及
び
第
七
十
九
条
の
八
十
中
、
「
総
理
府
令
・
大
蔵

省
令
」
を
「
内
閣
府
令
・
財
務
省
令
」
に
改
め
る
。

省
令
」
を
「
内
閣
府
令
・
財
務
省
令
」
に
改
め
る
。

第
八
十
九
条
の
八
第
一
項
中
「
又
は
そ
の
支
局
若
し
く
は
出
張
所
」
を
「
若

第
百
四
十
五
条
第
一
項
中
「
又
は
そ
の
支
局
若
し
く
は
出
張
所
」
を
「
若
し

し
く
は
こ
れ
ら
の
支
局
又
は
こ
れ
ら
の
出
張
所
」
に
改
め
る
。

く
は
こ
れ
ら
の
支
局
又
は
こ
れ
ら
の
出
張
所
」
に
改
め
る
。

第
百
八
十
八
条
中
「
総
理
府
令
（
」
を
「
内
閣
府
令
（
」
に
、
「
総
理
府
令

第
百
八
十
八
条
中
「
総
理
府
令
（
」
を
「
内
閣
府
令
（
」
に
、
「
総
理
府
令

・
大
蔵
省
令
」
を
「
内
閣
府
令
・
財
務
省
令
」
に
改
め
る
。

・
大
蔵
省
令
」
を
「
内
閣
府
令
・
財
務
省
令
」
に
改
め
る
。

第
百
九
十
一
条
中
「
総
理
府
令
又
は
総
理
府
令
・
大
蔵
省
令
」
を
「
内
閣
府

第
百
九
十
一
条
中
「
総
理
府
令
又
は
総
理
府
令
・
大
蔵
省
令
」
を
「
内
閣
府

令
又
は
内
閣
府
令
・
財
務
省
令
」
に
改
め
る
。

令
又
は
内
閣
府
令
・
財
務
省
令
」
に
改
め
る
。

第
百
九
十
四
条
の
五
中
「
調
査
、
」
を
削
る
。

第
百
九
十
四
条
の
五
中
「
調
査
、
」
を
削
る
。

第
百
九
十
四
条
の
六
第
一
項
中
「
金
融
再
生
委
員
会
は
」
を
「
内
閣
総
理
大

第
百
九
十
四
条
の
六
第
一
項
中
「
金
融
再
生
委
員
会
は
」
を
「
内
閣
総
理
大

臣
は
」
に
、
「
第
六
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
認
可
そ
の
他
金
融
再
生
委

臣
は
」
に
、
「
第
六
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
認
可
そ
の
他
金
融
再
生
委

員
会
規
則
で
定
め
る
処
分
に
関
す
る
権
限
」
を
「
政
令
で
定
め
る
も
の
」
に
改

員
会
規
則
で
定
め
る
処
分
に
関
す
る
権
限
」
を
「
政
令
で
定
め
る
も
の
」
に
改

め
、
同
条
第
二
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

め
、
同
条
第
二
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五

そ
の
他
政
令
で
定
め
る
も
の

五

そ
の
他
政
令
で
定
め
る
も
の

第
百
九
十
四
条
の
六
第
四
項
中
「
第
二
項
」
を
「
前
項
」
に
改
め
、
同
条
第

第
百
九
十
四
条
の
六
第
四
項
中
「
第
二
項
」
を
「
前
項
」
に
改
め
、
同
条
第

七
項
中
「
第
五
項
」
を
「
前
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
及
び
第
六
項
を
削
る

七
項
中
「
第
五
項
」
を
「
前
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
及
び
第
六
項
を
削
る

。

。

第
百
九
十
四
条
の
七
中
「
同
条
第
五
項
」
を
「
同
条
第
四
項
」
に
改
め
る
。

第
百
九
十
四
条
の
七
中
「
同
条
第
五
項
」
を
「
同
条
第
四
項
」
に
改
め
る
。

附
則
第
五
条
中
「
金
融
再
生
委
員
会
及
び
大
蔵
大
臣
」
を
「
内
閣
総
理
大
臣

附
則
第
五
条
中
「
金
融
再
生
委
員
会
及
び
大
蔵
大
臣
」
を
「
内
閣
総
理
大
臣

及
び
財
務
大
臣
」
に
改
め
る
。

及
び
財
務
大
臣
」
に
改
め
る
。

附
則
第
六
条
第
一
項
中
、
「
総
理
府
令
・
大
蔵
省
令
」
を
「
内
閣
府
令
・
財

附
則
第
六
条
第
一
項
中
、
「
総
理
府
令
・
大
蔵
省
令
」
を
「
内
閣
府
令
・
財

務
省
令
」
に
改
め
る
。

務
省
令
」
に
改
め
る
。

附
則
第
八
条
第
三
項
、
第
九
条
及
び
第
十
二
条
中
「
金
融
再
生
委
員
会
及
び

附
則
第
八
条
第
三
項
、
第
九
条
及
び
第
十
二
条
中
「
金
融
再
生
委
員
会
及
び
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大
蔵
大
臣
」
を
「
内
閣
総
理
大
臣
及
び
財
務
大
臣
」
に
改
め
る
。

大
蔵
大
臣
」
を
「
内
閣
総
理
大
臣
及
び
財
務
大
臣
」
に
改
め
る
。

（
金
融
先
物
取
引
法
の
一
部
改
正
）

（
金
融
先
物
取
引
法
の
一
部
改
正
）

第
百
五
十
六
条

金
融
先
物
取
引
法
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
百
五
十
六
条

金
融
先
物
取
引
法
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

本
則
（
第
九
十
二
条
を
除
く
。
）
中
「
金
融
再
生
委
員
会
」
を
「
内
閣
総
理

本
則
（
第
九
十
二
条
を
除
く
。
）
中
「
金
融
再
生
委
員
会
」
を
「
内
閣
総
理

大
臣
」
に
、
「
総
理
府
令
」
を
「
内
閣
府
令
」
に
、
「
大
蔵
大
臣
」
を
「
財
務

大
臣
」
に
、
「
総
理
府
令
」
を
「
内
閣
府
令
」
に
、
「
大
蔵
大
臣
」
を
「
財
務

大
臣
」
に
改
め
る
。

大
臣
」
に
改
め
る
。

第
九
十
一
条
の
四
中
「
調
査
、
」
を
削
る
。

第
九
十
一
条
の
四
中
「
調
査
、
」
を
削
る
。

第
九
十
二
条
第
一
項
中
「
金
融
再
生
委
員
会
は
」
を
「
内
閣
総
理
大
臣
は
」

第
九
十
二
条
第
一
項
中
「
金
融
再
生
委
員
会
は
」
を
「
内
閣
総
理
大
臣
は
」

に
、
「
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
免
許
そ
の
他
金
融
再
生
委
員
会
規
則
で
定
め
る

に
、
「
第
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
設
立
の
免
許
そ
の
他
金
融
再
生
委
員
会
規
則

処
分
に
係
る
権
限
」
を
「
政
令
で
定
め
る
も
の
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「

で
定
め
る
処
分
に
係
る
権
限
」
を
「
政
令
で
定
め
る
も
の
」
に
改
め
、
同
条
第

次
に
掲
げ
る
権
限
」
を
「
前
項
の
規
定
に
よ
り
委
任
さ
れ
た
権
限
の
う
ち
、
次

二
項
中
「
次
に
掲
げ
る
権
限
」
を
「
前
項
の
規
定
に
よ
り
委
任
さ
れ
た
権
限
の

に
掲
げ
る
も
の
」
に
改
め
、
同
項
各
号
中
「
金
融
再
生
委
員
会
規
則
」
を
「
政

う
ち
、
次
に
掲
げ
る
も
の
」
に
改
め
、
同
項
各
号
中
「
金
融
再
生
委
員
会
規
則

令
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

」
を
「
政
令
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

そ
の
他
政
令
で
定
め
る
も
の

四

そ
の
他
政
令
で
定
め
る
も
の

第
九
十
二
条
第
三
項
を
削
り
、
同
条
第
四
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第

第
九
十
二
条
第
三
項
を
削
り
、
同
条
第
四
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第

五
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
六
項
を
削
り
、
同
条
第
七
項
中
「
第
五
項

五
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
六
項
を
削
り
、
同
条
第
七
項
中
「
第
五
項

」
を
「
前
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
す
る
。

」
を
「
前
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
す
る
。

（
租
税
特
別
措
置
法
及
び
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
被
災
者
等
に
係
る
国
税
関
係

（
租
税
特
別
措
置
法
及
び
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
被
災
者
等
に
係
る
国
税
関
係

法
律
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

法
律
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
五
百
五
条

租
税
特
別
措
置
法
及
び
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
被
災
者
等
に
係
る

第
五
百
五
条

租
税
特
別
措
置
法
及
び
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
被
災
者
等
に
係
る

国
税
関
係
法
律
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成

国
税
関
係
法
律
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
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十
一
年
法
律
第
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

十
一
年
法
律
第
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
十
四
条
第
六
項
中
「
旧
租
税
特
別
措
置
法
第
三
十
七
条
第
六
項
」
を

附
則
第
十
四
条
第
六
項
中
「
旧
租
税
特
別
措
置
法
第
三
十
七
条
第
六
項
」
を

「
旧
租
税
特
別
措
置
法
第
三
十
七
条
第
四
項
及
び
第
五
項
中
「
大
蔵
省
令
」
と

「
旧
租
税
特
別
措
置
法
第
三
十
七
条
第
四
項
及
び
第
五
項
中
「
大
蔵
省
令
」
と

あ
る
の
は
「
財
務
省
令
」
と
、
同
条
第
六
項
」
に
改
め
、
「
第
三
十
一
条
第
一

あ
る
の
は
「
財
務
省
令
」
と
、
同
条
第
六
項
」
に
改
め
、
「
第
三
十
一
条
第
一

項
」
と
、
」
の
下
に
「
同
条
第
七
項
及
び
第
八
項
中
「
大
蔵
省
令
」
と
あ
る
の

項
」
と
、
」
の
下
に
「
同
条
第
七
項
及
び
第
八
項
中
「
大
蔵
省
令
」
と
あ
る
の

は
「
財
務
省
令
」
と
、
」
を
加
え
る
。

は
「
財
務
省
令
」
と
、
」
を
加
え
る
。

附
則
第
十
五
条
第
二
項
中
「
第
二
条
第
十
四
項
」
と
」
の
下
に
「
、
「
大
蔵

附
則
第
十
五
条
第
二
項
中
「
こ
の
場
合
に
お
い
て
」
の
下
に
「
、
同
条
第
一

省
令
」
と
あ
る
の
は
「
財
務
省
令
」
と
」
を
、
「
同
条
第
四
項
中
」
の
下
に
「

項
及
び
第
四
項
中
「
大
蔵
省
令
」
と
あ
る
の
は
「
財
務
省
令
」
と
」
を
加
え
る

「
大
蔵
省
令
」
と
あ
る
の
は
「
財
務
省
令
」
と
、
」
を
加
え
る
。

。

附
則
第
二
十
七
条
第
二
項
に
後
段
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

附
則
第
二
十
七
条
第
二
項
に
後
段
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
八
項
中
「
大
蔵
省
令
」
と
あ
る
の
は
、
「

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
八
項
中
「
大
蔵
省
令
」
と
あ
る
の
は
、
「

財
務
省
令
」
と
す
る
。

財
務
省
令
」
と
す
る
。

附
則
第
二
十
七
条
第
四
項
中
「
大
蔵
省
令
」
を
「
財
務
省
令
」
に
改
め
る
。

附
則
第
二
十
七
条
第
四
項
中
「
大
蔵
省
令
」
を
「
財
務
省
令
」
に
改
め
る
。

附
則
第
二
十
九
条
第
四
項
中
「
旧
租
税
特
別
措
置
法
第
六
十
五
条
の
七
第
七

附
則
第
二
十
九
条
第
四
項
中
「
旧
租
税
特
別
措
置
法
第
六
十
五
条
の
七
第
七

項
」
を
「
旧
租
税
特
別
措
置
法
第
六
十
五
条
の
七
第
五
項
及
び
第
六
項
中
「
大

項
」
を
「
旧
租
税
特
別
措
置
法
第
六
十
五
条
の
七
第
五
項
及
び
第
六
項
中
「
大

蔵
省
令
」
と
あ
る
の
は
「
財
務
省
令
」
と
、
同
条
第
七
項
」
に
、
「
と
す
る
」

蔵
省
令
」
と
あ
る
の
は
「
財
務
省
令
」
と
、
同
条
第
七
項
」
に
、
「
と
す
る
」

を
「
と
、
旧
租
税
特
別
措
置
法
第
六
十
五
条
の
八
第
七
項
中
「
大
蔵
省
令
」
と

を
「
と
、
旧
租
税
特
別
措
置
法
第
六
十
五
条
の
八
第
七
項
中
「
大
蔵
省
令
」
と

あ
る
の
は
「
財
務
省
令
」
と
す
る
」
に
改
め
る
。

あ
る
の
は
「
財
務
省
令
」
と
す
る
」
に
改
め
る
。

附
則
第
三
十
七
条
第
二
項
中
「
、
「
平
成
十
三
年
三
月
三
十
一
日
」
」
を
「

附
則
第
三
十
七
条
第
二
項
中
「
、
「
平
成
十
三
年
三
月
三
十
一
日
」
」
を
「

「
平
成
十
三
年
三
月
三
十
一
日
」
と
、
「
大
蔵
省
令
」
と
あ
る
の
は
「
財
務
省

「
平
成
十
三
年
三
月
三
十
一
日
」
と
、
「
大
蔵
省
令
」
と
あ
る
の
は
「
財
務
省

令
」
」
に
改
め
る
。

令
」
」
に
改
め
る
。

－２２１－


